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神
戸
市
西
区
に
あ
る
神
出
病
院
に
お
い
て
看
護
師
ら
に
よ
る
患
者
に
対
す
る
虐
待
事
件
が
二
〇
二
〇
年
三
月
に
発
覚
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
内
部
通
報
で
は
な
く
別
の
事
件
の
捜
査
で
発
覚
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

神
出
病
院
で
の
事
件
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
が
二
〇
二
〇
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
九
年
度
ま
で
の
五
年

間
に
地
方
自
治
体
が
把
握
し
た
、
精
神
科
病
院
内
で
の
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
事
案
は
、
合
わ
せ
て
八
十
九
件
で
、
こ
の
う
ち
暴

行
が
全
体
の
六
割
以
上
に
あ
た
る
五
十
七
件
、
暴
言
が
十
四
件
、
猥
褻
行
為
が
七
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
方
自

治
体
が
虐
待
を
把
握
し
た
き
っ
か
け
は
、
病
院
の
内
部
通
報
は
全
体
の
約
半
分
で
、
残
り
の
半
分
は
患
者
や
家
族
、
匿
名
の
人

か
ら
の
通
報
な
ど
で
発
覚
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
事
案
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
精
神
科
病
院
の
改
善
の
必
要
性
に
鑑
み
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

精
神
科
病
院
で
虐
待
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
、
精
神
科
病
院
の
持
つ
閉
鎖
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
行
政
及
び
精
神
医
療
人

権
セ
ン
タ
ー
が
、
精
神
科
病
院
の
病
棟
へ
視
察
し
、
患
者
等
か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
し
て
精
神
科
医
療
に
か
か
る
患
者

の
権
利
擁
護
制
度
の
整
備
が
急
務
と
考
え
る
が
、
政
府
の
取
組
み
如
何
。 

二 

日
本
で
は
身
体
拘
束
の
件
数
が
激
増
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
九
年
六
月
三
十
日
時
点
の
身



 

２ 

 

体
拘
束
件
数
（
拘
束
指
示
が
出
て
い
る
人
の
数
）
は
一
万
八
百
七
十
五
人
で
あ
り
、
五
千
人
超
だ
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら

倍
増
し
て
い
る
。
身
体
拘
束
が
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
結
び
つ
き
や
す
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

身
体
拘
束
が
頻
繁
に
行
わ
れ
死
亡
事
例
は
少
な
く
な
い
。
我
が
国
の
精
神
科
医
療
に
お
け
る
身
体
拘
束
の
多
さ
は
世
界
的
に

見
て
も
異
常
で
あ
り
、
大
幅
に
削
減
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
取
組
み
如
何
。 

三 

い
わ
ゆ
る
障
害
者
虐
待
防
止
法
に
お
い
て
は
、
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
及
び
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
に
つ
い
て

は
地
方
自
治
体
へ
の
通
報
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
者
の
虐
待
防
止
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
医
療
機
関
従
事

者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
に
つ
い
て
も
同
様
に
通
報
義
務
を
課
す
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


